
２０２２年８月１４日 主日礼拝 
  

司  会  ①熊谷補教師   ②笠松兄   ③小沼兄（碓井姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美  聖歌５９３番「ああ恵み」 
           （感謝と喜びを）    （心静かに） 

主の祈り 

 

   聖  書  ①②                                                              詩篇４２篇１～５節 (P７８４) 

                                                                                       ③                                                                                               ガラテヤ人への手紙５章１３～２５節 (P２９９)                                                                          

 

音  楽                                    フルート独奏（神の恵み） (V) 

 

メッセージ   ①②       「癒やしの谷川」              久保田豊副牧師 

                ③                  「私は命じる」                                                                                                                                          大川従道主任牧師(V) 

              

賛  美                                     「地のちりにひとしかり」（聖歌５２２番） 献金 

 

頌  栄       「シャロームシャローム」  アーメン 

                                                                   祝   祷                                                    

 
 

【大和ニュース】      

☆大川先生ご夫妻、森屋先生はアメリカ宣教旅行中です。本日はタコマＢＰ教会にて 

礼拝説教。旅の安全が守られ、福音のため御用を全うできるように引き続きお祈りください。 

☆猛暑お見舞い申し上げます。先生ご不在の教会を支えて下さる皆様に感謝します。 

* 本日、J.PLUS（中高生は１４時半、泉チャペル。学生・青年は１４時、森チャペル）。 

第四礼拝（18:00）、説教は熊谷補教師「私の家族は全員救われます！」 

* 東京カルバリーフェロシップは１６時、２１世紀教会にて。説教は坪井師。(地図は受付) 

 

* 今週も祈祷会を大切に！水曜夜と木曜朝。説教は小林師、証詞は足立姉。 

* 土曜日は花盛り、会堂掃除（12:00）、聖歌隊(13:30) 見学もできます。 

* 今週もコロナ感染対策に万全を尽くします。皆様もご注意下さい！ 

* 主日礼拝人数 ①９１人(２８０) ②１６６人(２４９) ③１５７（３４８） ④１６＝１３０７人 

       定例祈祷会 水曜７０人(１５９) 木曜７２人(１０４)＝４０５人 ※( )内はYouTubeのライブ人数 
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石の枕  
  

 明日、８月１５日は７７年目の終戦（敗戦）記念日を迎えます。世界中が大変 
な痛みを体験し、多くの教訓を学んだはずの第二次世界大戦ですが、７７年たつ 
今でも様々な紛争や戦争が絶えません。傷が癒えず心に痛みをかかえたまま 
７７年懸命に生きてこられた先人達がいますが、今もなお同じ傷と痛みが刻まれ 
てしまう戦争がロシアとウクライナで続いています。一日も早い終戦と癒やしを 
祈るものです。 
 「世界から戦争がなくならない本当の理由」（著：池上彰）の中にこのような 
文章が書かれています。 

 広島平和記念公園にある原爆死没者慰霊碑には、よく知られた碑文が 
刻まれています。「安らかに眠ってください、過ちは繰返しませぬから」――。 
この言葉には主語がない言葉で有名になりました。しかし、この碑文には 
「主語は誰なのか」が長く論争になってきた。 
 『「主語」の無い曖昧な反省』というタイトルです。 
主語が無いことが問題となっているわけです。二度と戦争をしないことを心に 

決めることは大切なことですが、争いをしないことよりも、牧師としては聖書が 
教えるように平和を作り出すことが、より大切なことだと思います。  

「平和をつくり出す人たちは、さいわいである、彼らは神の子と呼ばれるで 
あろう。」（マタイ５の９）平和を作る人がいたらその人の周りは平和で幸いで 
あることは理解出来ますが、聖書の奥深く、そして面白い所は、平和を作り 
出す人自身が幸いであると言うのです。平和を作り出すことで自分が苦しむので 
あれば考え込んでしまう人も少なくないでしょう。ですが聖書が語ることは「平和を 
作り出す人たちは幸い」なのです。とても素晴らしい事です。ここに主語を 
入れるとするならば、それは他の誰かではなくて、平和を作る「人たち」は 
「私たち」でありたいと願います。 

 
＊大川牧師ご夫妻がアメリカから帰国されるまで残り１２日間。全ての旅程が 
守られるように祈りましょう。そして、大川先生ご夫妻が留守の教会を守るの 
主語は「私たち」です。もちろん、主イエス様もご一緒です。今週も主の主、 
王の王であるイエス様と共に歩んでまいりましょう。  （文責：久保田） 
 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ローマ１３章～Ⅰコリント２章 Bコース：詩篇９９篇～１１８篇 


